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The purpose of the present study was to develop a scale to measure "home curriculum"， 1n Study 
1， 91 comments were obtained from 10 university students through semi均structuredinterviews about 
parental support regarding their academic progress， In Study 2， a questionnaire consisting of 46 items 
relating to home curriculum and some other scales was administered to 561 university students. The 
following results were obtained: (l)A home curriculum scale was developed and consists of seven 
subscales (relationship with parents， direct support， language development support， restrictive support， 
high expectations and interest， attribution towards effort， intellectual activities at home); (2)the 
reliability and validity of the scale were partially supported; (3)scores for females students were found 
to be higher on some subscales; and (4)scores for students who attend private junior-high schools were 
found to be higher on some subscales， The implication of these results are briefly discussed. 
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Rademacheζ& Hildreth (1998) は，子どもの宿題
の援助方法に関する学習会に参加した親の子ども
の，学業成績が向上したことを示している。さらに，
































































































































































































=1.31)J，塾に頻繁に通っていた (M= 2.79， SD = 
1.44) J ，通信教育を受け.定期的に課題を提出して




く，大切に接した (M==3.97， SD==0.99)J ，親が学
校関係者(教師等)と定期的に連絡をとっていた (M
= 1.86， SD = 1.00) J ，学校運営の手伝いに親が参加





























































;項目 Aグ SD F 1 FTJ FTI FIV FV FVI FVIJ h2 
親子関係 (α=.87) 
学習4 親子関係が良かった 3.83 1.06 
学習23 i見と良い心の関係が持てた 3.80 1.07 
学官 5 家庭環境に恵まれていた 3.99 1.06 
学習 7 税とよく会話をした 3.78 1.12 
1学習24 厳しいが，殺との間に信頼関係があった 3.65 1.08 
学習 6 週末や長期休暇の¥iJ(こ，家政でよく旅行をした 3.25 1.34 
学習への直接的援助 (α.87)
7えが責任を持って自分が読み議きやその他の知識を+ぶの学習20 -~":.:..;:. ，~. ~ " --，_ u "，""- ，=， ~ ， --，~ -"，.，..~ ~ ， -. 2.62 1.28 
を手伝った
学習19 家l廷で，読み繋きや算数などの勉強のやり方を教わった 2.85 1.34 
5学習18 親がi当分の得意・不得意、を把握し必嬰に応じて手伝った 2.44 1.30 











22 -.08 .07 .35 .46 .82 
22 -.14 .10 43 .48 .72 
.26 -.08 08 40 39 .6 
22 -.05 13 36 .5 .61 
.25 .08 .15 50 .'12 .59 
.14 -.04 16 20 35 .24 
24 .23 .36 .31 33 .76 
22 27 34 27 .31 .69 
21 29 .32 26 .36 .6 
.25 .35 35 23 39 .65 
1えはIgl分が読繋ヤ算数などの学習に興味を持つように働き学習21 ^~'~'_'/JU"JC'=' ''''''，^^ ~~'/r ，=>'~/，'/，'~''， -~ "~，m<... 2.771.29 .24¥ .65 
d 円 かけた 36 37 .42 .31 .31 .47 
学習46 勉強のことで悩んだとき。殺が相談にのってくれた
学習44 親が自分の学校の宿題や活動についてま1っていた
2.68 1.23 .461 .48 25 .07 .21 .35 47 .35 
2.93 1.22 .31 .46 .14 21 .36 .43 .40 .3 
言語発達の援助 (α.78)
学習1 家にたくさん自分が読める本があった 3.03 1.35 29 30 .86 27 .09 .31 .34 .75 
学官12 多くの語教や文に接する機会があった 2.99 1.28 18 .18 72 20 .03 24 27 .52 
学習10 親が本を読むことを勧めたり 一緒に読んだりした 2.58 1.34 .35 31 .71 19 06 29 60 .62 
学習28 図警館や博物館などによく親と一緒に行った 2.39 1.25 .28 .35 .50 .23 .10 .20 50 .38 
学習13 1当分の言葉使いを家政に藍されたりした 3.31 1.25 .30 .30 .40 32 .19 40 36 .29 
i¥IJ限管理的援助 (α=.77) 
学習31 自分に対し白殺はいろいろilJI渋していた 2.75 1.25 -.09 18 .1 73 .35 12 06 .5 
学習33 遊にび言ゃわれテたレビ損lé~ よりも， 宿題などの勉強を先にやるよう 2.70 1.38 -.03 .31 .26 70 .43 .19 .01 .52 
学習32 見るテレビ番手Jl.の内容や時間を親が管理していた 2.17 1.27 -.03 23 29 .64 .19 .lI .14 .44 
1一3ν己叩資35 長期的な自療を達成するために，すぐに得られる{前足を我 2.50 1.15 
慢するよう教えられた .12 .28 22 .56 33 33 20 .35 
食事勉強，読警. 1垂I!毘，遊びなどをする場所や時間が決 ー子~1fI 34 :--r._'=J~;. ''C，=<. "，，，，. =~.~ ~ ~ ， 'w-"JU' ''''''''JU v， 2.58 1.29 .1 .28 .21 .51 .28 .26 .16 .28 
まっていた
学習伊 やりたいことを自由にやらせてもらった 2.05 1.01 
子どものぎを業への期待 関心 (α=.80) 
学習29 学校での成綴や課題の達成に親が期待していた 3.43 1.21 
学習30 I~ 分が成功することを親が期持し後押しした 3.34 1.18 
学習41 親が!当分の学業 個人的成長に感心を示していた 3.72 1.09 
学習42 親に勉強をするように言われていた 3.06 1.40 
学習43 自分の学業に関して殺はほめたり褒美をくれたりして励ました 3.25 1.19 
努力への帰属 (α==.6) 
.40 .04 -.02¥ .50 
.03 .29 0.00 .36 
17 .37 .08 .43 
.24 .34 .15 
.07 .32 .09 
31 .39 .09 .17 
10 -.20一.19 .42 
.70 
37 .18 .67 
45 .14 .48 
.08一.08 .56 
.45 .28 .39 
学習38 学校の成績について. 自分の努力によって評制された 3.40 1.12 .29 .21 14 .07 .251 .6別 27 .48 
学習39 親は.結果は自分の努力次第であると考えていた 3.61 1.13 .27 .20 22 .23 .281 .6引 .23 .43 
親は家庭での仕事，遊び，手伝いなどを助け合って正碍に学習40 ;:~.: -:'_"-;-"-::-:.' " ~ -. "~. ~ ~ ~ n，" ~ - -~-_"".'- 3.19 1.14 .41 .21 
- 行うことを重視した .26 .30 .231 .581 .35 .40 
学習14 言葉で自分の意志や要求を伝えることを望まれた 3.31 1.11 .37 .21 .36 .17 .11 .4什 .34 .26 
家庭での知的活動 (α.75)
本，新聞，雑誌などについて家族で見たり話しあったりし学:習26 ，，.，  """'"C' ~ ~ ，--. -/''' -/u'~ ，.， C/-/ _.~ ， c/ 3.05 1.17 .49 .34 41 .14 .14 . 
学習25 日常的な出来事について親子で学んだ知識を使って話した 3.29 1.18 
学習 9 自分が読んだ‘本について親と話し合った 2.25 1.20 
学習27 教育的な趣味，ゲームなととに家肢が興味を持っていた 2.87 1.21 




61 .42 .31 .09 .18 .51 
.36 .19 .59 .07 .01 .24 
.3 .36 .29 .18 .15 .3 
26 .38 .29 .31 .28 
23.18 10.63 5.67 4.79 2.69 2.24 1.68 













































「親子関係Jは信頼!!1&(r= .24，戸く.01)， 1~11~lt l: (r 
=.24，戸く.01)，自主性 (1'=.3，戸く.01)，勤勉性 (1'
= .16，戸く.01)，同一性 (1'=.17，戸く.01)，親密性 (1'
= .21.戸く .01) とそれぞれ有意な ~{jI共jがみられた。
次に， I学習への直接的援助Jは信頼感 (1'= .13，戸
く.01)， 自主tl:(1' = .22，戸く.01)，I司ー でt(1'=.16， 
戸く.01)，親密性 (1'=.10，戸く.05) と有意な相関が
みられた。「言語発達の援助」は信頼感 (1'= .10，戸
く.05)， 自主性 (1'= .18，戸く.01)，勤勉性 (1'= .10， 
pく.05)，同一性 (1'=.24， Pく.01)，親密性 (1'=.11. 






信頼感 (1'=.23，戸く.05)， 自主性 (1'=.30，戸く.01)， 
勤勉性 (1'=.27，戸く.01)， 同一性 (1'=.23， Pく.05). 
親密性 (1'=.13~.15，戸く .05) と正の相関がみられた。
「家庭での知的活動jは，信頼感 (1'=.18， Pく.01). 
自主性 (1'=.28，戸く.01). 勤勉性 (1'=.17，戸く.01). 










信頼I~ 自律性 自主性 勤勉性 i可一性 親密性
家庭のカリキュラム
親子関係 .24*ネ .24ネキ .33** .16** .17料 .21料
学習への直接的援助 .13*ネ 一.08 .2料 .05 .16料 .10* 
言語発達の援助 .10点 .02 .18料 .10* .24*事 .11 * 
ilJlJ 保管理的援助 一.12ネネ 一.10* 一.10* 一.0 .0 一.03
学業への期待 関心 .02 一.08 .13** .09* .02 .08 
努力への帰属 .23** .01 .30争ネ .27** .23*ヤ .30** 
家庭での知的活動 .18キネ .05 .28料 .17** .23** .20料
ネキp< .01. ネp<.05




の援助J(r = .12. 戸く .01) で有意な立の1:1~I英jがみら
れ. 1-f1jlJ 限・管理的援助jでは有意傾向 (r=.07.戸
く.l0)がみられた。知識では.1言語発達の援助J(r 
=.27.戸く.01). 1家庭での知的活動J(r=.14. p 
く.01)で、有意、なIIの相関がみられ. 1学習への夜張

















親子関係 一.02 .06 
学翠への直接的援助 .01 .07十
言語発達の援助 .12** .27** 
制限・管理的援助 .07十 .08十
学業への期待・関心 一.06 一.04








































n M SD n M SD 
親子関係 315 21.63 5.25 218 23.36 4.97 -3.80** 
学習への直接的援助 311 18.14 6.55 215 20.23 6.84 -3.53** 
言語発達の援助 315 13.07 4.37 215 16‘16 4.52 -7.87** 
fJlJ限・管理的援助 313 14.66 4.82 214 14.96 5.44 一.67
学業への期待・関心 313 16.64 4.31 217 17.22 4.83 -1.44 
努力への帰属 314 13.03 3.29 214 14.19 2.80 -4.22** 
312 12.84 3.96 214 14.53 4.03 -4.78料
料戸く.01. ラく.05






































































γl λグ SD γl M SD 
親子関係 475 22.20 5.37 65 23.37 4.44 -1.94十
学習への直接的援助 472 18.61 6.66 62 21.02 7.35 -2.45水
言語発達の援助 474 14.19 4.83 63 14.98 4.19 -1.25 
ij]lj浪管理!的援助 470 14.54 5.06 64 15.66 5.02 1.66 
学業への期待 関心 473 16.64 4.60 64 18.42 3.79 -3.43料
努力への帰属 472 13.48 3.21 63 13.52 2.87 -.1 
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